
令和７年度 事業報告 

（令和７年４月１日から令和８年３月３１日） 

１ 当法人の概況 

（１）設立年月日 

平成４年３月６日 

 

（２）沿 革 

平成 ２年 ６月２９日 食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律公布 

平成 ４年 １月１４日 発起人会議 

平成 ４年 ２月１４日 財団法人長崎県食鳥肉衛生協会設立総会 

平成 ４年 ３月 ６日 民法第３４条法人として許可を受ける 

平成 ４年 ３月１１日 厚生省へ指定検査機関の申請書提出 

平成 ４年 ３月１８日 厚生省より指定検査機関の指定を受ける 

平成 ４年 ３月２５日 長崎県より食鳥検査を委任される 

平成 ４年 ４月 １日 食鳥検査事業開始 

平成２３年 ７月２７日 公益財団法人への移行認定申請書を長崎県へ提出 

平成２３年 ９月１５日 長崎県公益認定等審議会より長崎県知事あて認定基準に適合す

る旨の答申が出される 

平成２４年 ３月２１日 長崎県知事より公益財団法人への移行認定通知 

平成２４年 ４月 １日 公益財団法人長崎県食鳥肉衛生協会の設立登記。財団法人長崎県

食鳥肉衛生協会の解散登記 

  平成２９年 ４月 １日 長崎県より指定検査機関の指定を受ける 

 

（３）定款に定める目的 

食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律（平成２年法律第７０号。以下「食鳥検査

法」という。）に基づき、食鳥検査に関する事業及び食鳥処理業者、食鳥処理衛生管理者等の

食品衛生思想の普及に関する事業を行うことにより、食鳥肉等に起因する衛生上の危害の発

生を防止し、もって国民の健康の保護を図ることを目的とする。 

 

（４）定款に定める事業内容 

①食鳥検査に関する事業 

・食鳥処理場における食鳥検査 

・検査員の技術研修 

・食鳥肉の衛生に関する指導及び調査、研究 

②その他この法人の目的を達成するために必要な事業  



２ 当法人の現況に関する事項 

 

（１）事業の経過及びその成果 

 

①  食鳥処理場における食鳥検査 

令和７年度の検査羽数は、過去最高を記録した前年度（17,943,864 羽）をやや下回りま

したが １７，７５９，１５６羽となり、令和３年度以降１，７００万羽を維持している。 

食鳥検査事業収益（食鳥検査手数料）も前年度（58,956,211円）をやや下回りましたが、

５８，３５９，２９４円と、予算を１．２％超過して達成となりました。 

 

事業別 項   目 予 算 決 算 達成率 

食鳥検

査事業 

検査羽数 

時間内 12,627,810羽 12,677,330 羽 100.4％ 

時間外 4,944,710羽 5,081,826羽 102.8％ 

計 17,572,520羽 17,759,156 羽 101.1％ 

食鳥検査事業収益 

時間内 37,883,430円 38,031,990円 100.4％ 

時間外 19,778,840円 20,327,304 円 102.8％ 

計 57,662,270円 58,359,294 円 101.2％ 

検査日数（3 処理場の開場日数） 803 日 802 日 99.9％ 

検査員配置数（延人数） 2,161 人 2,160 人 100.0％ 

※検査対象施設：年間３０万羽を超える食鳥処理をしようとする食鳥処理業者 

                                         

また、疾病発生の状況は、検査羽数１７，７５９，１５６羽のうち、禁止１２８，６２１  

羽（０．７２％）、全部廃棄７６，５７１羽（０．４３％）、禁止と全部廃棄の合計は 

２０５，１９２羽（１．１６％）で一部廃棄は１６４，３１９羽（０．９３％）であった。 

  



 

（食鳥検査結果） 

食鳥の種類及び品種：ブ ロ イ ラ ー                検査羽数：１７，７５９，１５６羽 

措  置 禁  止 全 部 廃 棄 一 部 廃 棄 

疾病別羽数 羽 数 

（羽） 

廃棄率 

（%） 

羽 数 

（羽） 

廃棄率

（%） 

羽 数 

（羽） 

廃棄率

（%） 

ウ
イ
ル
ス
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
病 

鶏痘       

鶏伝染性気管支炎       

鶏伝染性喉頭気管支炎       

ニューカッスル病       

鶏白血病       

封入体肝炎       

マレック病   
  

  

その他       

細

菌

病 

大腸菌症   61,148 0.3４   

伝染性コリーザ       

家きんサルモネラ症   
  

  

ブドウ球菌症       

その他       

そ 

の 

他 

の 

疾 

病 

毒血症       

膿毒症       

敗血症       

真菌症       

原虫病 
（トキソプラズマ症を除く） 

      

寄生虫病       

変性 23,927 0.13 3,958 0.02   

尿酸塩沈着症       

水腫       

腹水症 17,349 0.10       

出血   22 ＜0.01   

炎症 44 ＜0.01  9,395 0.05  164,318 0.93  

萎縮       

腫瘍   36 ＜0.01 1 ＜0.01 

臓器の異常な形等       

異常体温       

黄疸   
  

  

外傷   582 ＜0.01   

中毒諸症       

削痩及び発育不良 80,590 0.45   1,416 0.01    

放血不良 4,974 0.03   4 ＜0.01   

湯漬過度 1,733 0.01     

その他 ４ ＜0.01 10 ＜0.01   

計 128,621 0.72   76,571 0.43    164,319 0.93  

注 「＜0.01」は、計算値が表章単位に満たないものである。 

 



 

②  検査員の技術研修  

検査技術の向上のため、各種研修会・会議等に積極的に参加するとともに、定例会の開 

催等により検査員間の情報の共有に努めた。 

 

会議等 日 程 開催地 備 考 

全国食鳥指定検査機関協議会総会 令和７年 ６月 ５日 東京都 
理事長 

総務部長 

全国鶏病技術研修会 令和７年 ９月１９日     東京都 
検査員 

１名 

九州地区鶏病技術研修会 令和７年１０月１７日      熊本県 
検査員 

１名 

九州地区獣医師大会・獣医学術 

九州地区学会 
令和７年１０月２６日 福岡県 

検査員 

1名 

全国食鳥指定検査機関情報連絡会議 令和７年１０月３０日 徳島県 
理事長 

検査部長 

食鳥肉衛生技術研修会・研究発表会 
令和８年 １月２２日 

      ～２３日 
東京都 

検査員 

１名 

定例会議 毎月１回 当協会 
検査員 

全員 

 

 

③  食鳥肉の衛生に関する指導及び調査、研究 

食鳥の疾病予防・関係業界の衛生管理体制の向上のため、検査結果のデータを毎月処理 

場へフィードバックした。 

  



（２）資金調達等についての状況 

借入及び重要な固定資産の取得はなかった。 

 

（３）直前３事業年度の財産及び損益の状況 

（単位：千円） 

区  分 令和４年度 令和５年度 令和６年度 
令和７年度 

（当該事業年度） 

経常収益 ５６，４９９ ５８，７０２ ５８，９６５ ５８，４１７ 

評価損益等調整前

当期経常増減額 
△２５ △７７２ △４７ ３４２ 

当期経常増減額 △２５ △７７２ △４７ ３４２ 

正味財産期末残高 ２３，６１２ ２２，８４１ ２２，７９４ ２３，１３６ 

 

（４）職員に関する事項 

（令和８年３月３１日現在） 

職名等 氏名 就任年月日 担当事務 備考 

事務局長 

総務部長 
大原  肇 令和３年４月１日 事務の総括  

検査部長 嘉村 敏徳 令和７年４月１日 
検査部業務の

総括 

常勤検査員兼務 

 

職名等 職員数 担当事務 備 考 

常勤検査員  ６名 食鳥検査業務 検査部長を含む 

非常勤検査員  ７名 食鳥検査業務   

検査員小計 １３名   

事務職  ２名 総務・経理・庶務 総務部長を含む 

合 計 １５名    

 

※ 検査員１３名に理事長を加えた１４名で検査を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（５）役員会等に関する事項 

 

① 理事会 

開催年月日 議事事項 会議の結果 

令和７年 ４月１８日 
臨時評議員会の決議の省略について 

臨時評議員会の決議事項について 

可決 

可決 

令和７年 ５月１３日 

令和６年度事業報告について 

令和６年度収支決算報告について 

令和７年度定例評議員会の招集について 

令和７年度職務執行状況について 

可決 

可決 

可決 

了承 

令和７年 ７月１１日 
臨時評議員会の決議の省略について 

臨時評議員会の決議事項について 

可決 

可決 

令和８年 １月２０日 
臨時評議員会の決議の省略について 

臨時評議員会の決議事項について 

可決 

可決 

令和８年 ２月２５日 

令和８年度事業計画について 

公益充実資金取扱規程の制定について 

特定費用準備資金取扱規程の変更について 

検査機器等取得資金取扱規程の変更について 

令和８年度収支予算書について 

育児・介護休業等に関する規程の変更について 

令和７年度職務執行状況について 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

了承 

 

 

② 評議員会 

開催年月日 議事事項 会議の結果 

令和７年 ４月２８日 評議員及び理事の選任について 可決 

令和７年 ６月 ２日 

 

 

令和６年度計算書類等の承認について 

評議員会規程の変更について 

令和６年度事業報告について 

令和７年度事業計画並びに収支予算について 

新公益法人制度について 

可決 

可決 

了承 

了承 

了承 



開催年月日 議事事項 会議の結果 

令和７年 ７月１８日 理事及び監事の選任について 可決 

令和８年 １月２８日 理事の選任について 可決 

 

 

（６）許可、認可、承認等に関する事項 

申請年月日 申請事項 許可等年月日 備考 

令和７年 ５月 １日 役員の選任 令和７年 ５月 １日 選任：渡邉 渡 （理事） 

 

令和７年 ８月 １日 役員の選任 令和７年 ８月 １日 選任：眞﨑 晋一（理事） 

選任：溝口 泰正（監事） 

令和８年 ２月 ２日 役員の選任 令和８年 ２月 １日 選任：柴原 聖一（理事） 

令和８年 ３月 ２日 令和８年度事業計

画及び収支予算 

令和８年 ３月１０日  

 

 

（７）運営体制の充実を図るための取組 

    理事会及び評議員会の審議を充実させるため、年に 3回の業務報告に合わせて鶏肉関連の 

情勢を理事、監事及び評議員へ提供している。 

   

（８）対処すべき課題 

獣医師の安定的な確保及び適正・厳格かつ円滑な食鳥検査の継続的実施 

  



３ 役員等に関する事項 

令和８年３月３１日現在 

（１）理事 

役 職 氏 名 
常勤・ 

非常勤 
報酬等 他の法人等の代表状況等 

理事長 加藤 佳寛 常 勤 報酬有 当協会 常勤理事（常勤検査員兼務） 

理 事 岩松 茂 非常勤 無報酬 （公社）長崎県獣医師会常務理事事務局長 

理 事 岡部 武春 非常勤 無報酬 長崎県央農業協同組合 代表理事専務 

理 事 柴原 聖一 非常勤 無報酬 長崎獣医薬品(株)  代表取締役 

理 事 眞﨑 晋一 非常勤 無報酬 諫早食品衛生協会 会長 

理 事 渡邉 渡 非常勤 無報酬 長崎県生活衛生課長 

（任期）２０２６年度の定例評議員会の終結の時まで 
 

（２）監事 

役 職 氏 名 
常勤・ 

非常勤 
報酬等 他の法人等の代表状況等 

監 事 溝口 泰正 非常勤 無報酬 (公社)長崎県獣医師会 理事 

監 事 山形 雅宏 非常勤 無報酬 (一社)長崎県畜産協会   専務理事 

（任期）２０２６年度の定例評議員会の終結の時まで 
 

（３）評議員 

役 職 氏 名 
常勤・ 

非常勤 
報酬等 他の法人等の代表状況等 

評議員 上田 成一 非常勤 無報酬 長崎県立大学 名誉教授 

評議員 白石 幹幸 非常勤 無報酬 (公財) 長崎県学校給食会 理事長 

評議員 新野 晋三 非常勤 無報酬 諫早市農林水産部長 

評議員 堤  清藏 非常勤 無報酬 (公社) 長崎県獣医師会 会長 

評議員 山口佳代子 非常勤 無報酬 (公社) 長崎県栄養士会 会長 

（任期）２０２８年度の定例評議員会の終結の時まで 
 

（４）退任した役員等 

氏 名 退任時の地位 退任日 退任理由 

上田 智美 監事 令和７年 ４月２０日 一身上の都合による辞任 

松落 輝彦 評議員 令和７年 ４月３０日 一身上の都合による辞任 

岩松   尚 理事 令和７年 ４月３０日 一身上の都合による辞任 

村川 一人 理事 令和７年 ７月３１日 一身上の都合による辞任 

難波 範之 理事 令和８年 １月３１日 一身上の都合による辞任 
 

 


